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地球環境の保全に向けて自治体としての責務と目標を具体化 

「豊島区庁内地球温暖化対策実行計画」を策定 
 

 豊島区は、３月３０日、「豊島区庁内地球温暖化対策実行計画」を策定した。 
 同計画は、地球温暖化防止京都会議（ＣＯＰ３）を契機に制定され昨年４月に施行さ

れた「地球温暖化対策推進法」が地方公共団体に策定を義務づけているもので、各団体

の事務事業に関して温室効果ガスの排出を抑制するなど、地球環境を保全するための具

体的取り組みを定める実行計画である。 
 
 豊島区は、池袋を中心に商業・業務機能が集積しているため、自動車交通による大気

汚染、廃棄物排出量の増大、緑の保全など、都市生活型の環境課題を抱えている。また、

地球温暖化の原因として指摘されているエネルギーの消費量や二酸化炭素等の温室効

果ガスの排出量も多い。このため、区では平成９年３月に総合的な環境行政の指針とし

て「豊島区環境管理計画」を策定するとともに、その中で区民、事業者、行政がそれぞ

れに取り組むべき「環境配慮指針」を示し、その普及に努めてきた。庁内でも、平成８

年１１月から「庁内リサイクル推進会議」を設置し、紙の使用量の削減、ごみの減量と

リサイクル、電気・水道使用量の削減など、全庁的な取り組みを推進してきた。 
 今回策定した「豊島区庁内地球温暖化対策実行計画」は、これまでの取り組みの上に

立ち、地球温暖化対策という視点から、基礎的自治体としての豊島区自身の責務と目標

を具体的に示したものである。 
 同計画の期間は、平成１２年度からの５年間。この間に区の事業活動による温室効果

ガスの総排出量を５％削減することを主な目標としている。また、全職員が日常的に取

り組む具体的な７６の実行項目を体系的に定めている。さらに、計画の推進にあたって

は、「庁内地球温暖化対策推進会議」を設置するとともに、計画、実行、点検、見直し

といういわゆる「環境マネジメントシステム」を採用し、進捗状況、点検・評価の結果

については毎年度公表する。 
 
問い合わせ先：都市整備部環境保全課







 


